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　 中国
「耐震建築人材育成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 コロンビア
「都市計画システムと土地管理ツールプロジェクト」
→事例は17ページへ

　 トルコ
「東部黒海地域開発計画調査」
→事例は17ページへ

　 モルディブ
「マレ島護岸建設計画」
→事例は17ページへ

　 カザフスタン
「アスタナ新首都総合開発計画調査」
→事例は8ページへ

　 トーゴ
「デジタル地形図作成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 ベトナム
「ハノイ市総合都市開発計画調査」
→事例は12ページへ

　 南スーダン
「ジュバ市内・近郊地域緊急生活基盤整備計画調査」
→事例は14ページへ
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済
発
展
の
礎
と
な
る
よ
う
に
―
。
そ
の
た
め

に
国
や
自
治
体
が
取
り
組
ん
だ
の
が
「
都
市

開
発
」。
ど
の
よ
う
に
、
道
路
や
橋
、
公
園

な
ど
の
公
的
設
備
を
建
設
し
、
人
間
の
居
住

地
を
配
置
し
て
い
く
か
。
水
道
、
電
気
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
整

備
し
て
い
く
か
。
地
理
的
な
条
件
、
人
の
流

れ
、
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
な
ど
を
考
慮
し
、
一

つ
一
つ
の
課
題
に
計
画
的
に
対
処
し
な
が
ら

〝
理
想
の
都
市
〞
を
実
現
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　
日
本
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
京

を
皮
切
り
に
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
都
市

を
中
心
に
発
展
。
欧
米
で
先
行
し
て
い
た
都

市
開
発
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
国
に
合
っ

た
手
法
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
関

東
大
震
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
焼
け

野
原
に
な
っ
た
地
区
も
あ
っ
た
が
、
１
９
５

０
〜
60
年
代
、
京
浜
・
京
葉
工
業
地
帯
な
ど

工
業
地
域
を
中
心
に
し
た
開
発
が
進
行
。
地

方
か
ら
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
が
大
量
に
発
生

し
、
再
び
、
急
速
な
都
市
化
が
起
こ
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
て
政
府
は
、
人
口
が
局

地
的
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
都
市
と
地
域

が
平
等
に
発
展
で
き
る
よ
う
62
年
に
「
第
一

次
全
国
総
合
開
発
計
画
※
１
」を
策
定
。日
本

全
体
の
国
土
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
68
年
に
「
都
市
計
画
法
」
を
改
訂
し
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
目

指
し
た
制
度
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

　「
日
本
は
、
世
界
で
も
め
ず
ら
し
く
、
鉄

道
建
設
を
ベ
ー
ス
に
し
た
都
市
開
発
の
手
法

を
取
っ
て
き
た
」
と
話
す
の
は
、
東
京
大
学

工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
の
大
西
隆
教

授
。
車
社
会
が
定
着
し
て
い
る
欧
米
の
都
市

に
対
し
、
日
本
の
都
市
は
鉄
道
が
主
要
な
移

動
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
の
阪
急
・
阪

神
電
車
、
東
京
の
田
園
都
市
線
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
鉄
道
を
通
し
て
か
ら
駅
ご
と
に

街
を
つ
く
っ
て
き
た
か
ら
だ
。「
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
で
は
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
分
散

し
て
多
数
の
人
が
居
住
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。
こ
の
よ
う

な
日
本
の
都
市
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
も
少
な
く
、
近
年
注
視
さ

れ
る
「
環
境
社
会
配
慮
」
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
※
2
の
実
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
い
う
。

　
現
在
、
日
本
の
人
口
の
１
億
２
７
０
０
万

人
の
う
ち
、
都
市
人
口
は
１
・
１
億
人
。
う

ち
３
６
５
０
万
人
が
暮
ら
す
東
京
は
、
第
２

位
の
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー（
約
２
１
７
０
万
人
）

を
大
き
く
上
回
る
世
界
最
大
の
都
市
だ
。

　
今
も
な
お
、
世
界
の
都
市
人
口
は
伸
び
続

け
て
い
る
が
、
実
は
、
欧
米
や
日
本
な
ど
の

先
進
国
で
の
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
。
そ
う
、
近
年
の
世
界
的
な
都
市

化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど
の
開
発
途
上
国
だ
。

　
現
在
、
途
上
国
で
は
人
口
の
４
割
が
都
市

に
居
住
し
て
い
る
が
、
２
０
５
０
年
に
は
５

割
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
勢

い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。「
途

上
国
の
都
市
化
は
時
間
軸
が
短
い
。
す
で

に
先
進
国
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
技
術
を
輸

入
し
て
工
業
化
が
起
こ
る
の
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
工
場
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
人

が
集
ま
っ
て
く
る
」
と
大
西
教
授
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
都
市
開
発
を
担
う
行
政

側
の
体
制
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
急
激
に

膨
れ
上
が
っ
た
人
口
に
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。

あ
ふ
れ
た
人
々
の
居
住
地
は
ス
ラ
ム
化
し
、

街
全
体
の
住
環
境
や
治
安
、
衛
生
面
の
悪

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
問
題
を
解
決
す
べ
く
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長
年
に
わ
た
り
途
上
国
の
都

市
開
発
に
協
力
し
て
き
た
。
個
別
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
力
を
入
れ
る
援
助
機
関
が
多

い
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
推
進
し
て
き
た
の
が

都
市
開
発
の
青
写
真
と
な
る
「
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
だ
。

　
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
う
だ
。
ま
ず
最

初
に
、
人
口
や
雇
用
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、

居
住
環
境
の
実
態
・
満
足
度
、
日
常
の
移

動
手
段
・
経
路
・
目
的
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
に
調
査
し
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
科
学
的

方
法
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
都
市
の
〝
起
こ
り
得
る

将
来
〞
と
〝
あ
る
べ
き
将
来
〞
を
描
き
、

具
体
的
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。
つ
ま
り
、

現
状
分
析
、
計
画
立
案
か
ら
、
開
発
計
画

の
具
体
化
・
実
施
、
維
持
管
理
・
運
営
に

至
る
ま
で
の
都
市
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
全
体

の
支
援
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
。

　「
途
上
国
は
、
民
族
・
宗
教
問
題
な
ど
を

抱
え
、政
情
が
安
定
し
て
い
な
い
国
も
多
い
。

世
界
最
大
の
都
市
を
持
つ

日
本
の
都
市
開
発
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科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
総
合
的
な
支
援

日
本
の
や
り
方
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
複
雑
な
社
会
事
情
を
考
慮
し
て
、
現
地

の
人
々
と
と
も
に
最
善
の
方
法
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
」と
大
西
教
授
は
強
調
す
る
。

将
来
的
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
か

ら
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
ま
で
、
都
市
開
発

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
途
上
国
が
自
立
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
途
上
国
で
は
、
地
震
や
津
波
、
ハ
リ

ケ
ー
ン
な
ど
の
自
然
災
害
、
長
年
に
わ
た
る

紛
争
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
未
完
成
だ
っ
た
都

市
が
完
全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
、〝
マ
イ
ナ

ス
か
ら
の
都
市
づ
く
り
〞
に
な
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。
実
際
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で
、
復
興
に
伴
う
都
市
開

発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
実
施
し
て
い

る
。
今
度
は
逆
に
そ
こ
で
培
っ
た
貴
重
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
プ
ロ
セ

ス
に
還
元
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
出
て

い
る
。「
日
常
生
活
の
便
利
さ
と
津
波
か
ら

の
安
全
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
。
日
本
は
湾
岸
部
で
の
局
地
的
な
津
波
災

害
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
平
野
部
ま
で
被

害
が
及
ん
だ
。
そ
の
復
興
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
協
力
の
経
験
が
生
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。

　
都
市
の
発
展
と
と
も
に
、
人
々
の
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
よ
う
に
―
。
途

上
国
の
都
市
が
効
果
的
に
開
発
さ
れ
、
そ
の

国
の
成
長
の
牽
引
力
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
総
合
的
な
支
援
を
続
け

て
い
く
方
針
だ
。

特集 都市開発
未来を形に

い
し
ず
え

※1 住宅、交通、道路など社会資本の整備について、長期的な方向性を定めた日本の国土利用のための開発計画。1962年
に策定された「第一次全国総合開発計画」を皮切りに、時代の変遷とともに5～10年ごとに見直しが行われている。現在は、
新たな国土形成計画法の下で「国土形成計画」が進行中。

※2 ITを活用して、電気、水道、交通などインフラの使用状況を総合的に管理し、
環境に優しいエネルギーの安定供給を目指す都市構想。

■ JICAが実施中の主な都市開発支援

南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏環境配慮
型都市開発促進プロジェクト

人口増加や経済活動の拡大により都市環境の
悪化が進む東部のマミナサタ広域都市圏で、都
市を適切に開発・管理できるようマスタープラン
の戦略的な活用法を伝える。

ウランバートル市都市開発実施能力向上プロ
ジェクト

無秩序に都市が拡大する首都ウランバートルで、
都市開発関連の法制度の整備、都市整備・開
発事業の実施に必要な行政能力の強化を支
援。土地利用・住環境の改善を図る。

インドネシア

カトマンズ盆地交通管理及び道路計画準備調査

人口が増加し交通量が飽和状態にある首都カト
マンズで、JICAが1993年に策定した交通計画
のマスタープランの改訂を支援。交通渋滞の解
消、交通事故の減少を目指す。

ネパール

首都ビエンチャン都市開発マスタープラン策定
プロジェクト

2030年には人口130万人に達すると見込まれ
る首都ビエンチャンで、社会・経済開発と都市環
境・景観の保全の両立の実現を目指したマスター
プランの作成を支援。

ラオス

プノンペン市都市交通計画プロジェクト

急速な経済成長による人口増加を受け、自動車・
二輪車の保有率が増え交通事情が悪化してい
る首都プノンペンで、信号・標識や交通規則の普
及などを通じて問題解決を目指す。

カンボジア

モンゴル

総合交通計画管理能力向上プロジェクト

JICAの支援で作成されたマニラ首都圏の交通
計画を活用し、運輸通信省の組織力強化を通じ
て、全国総合交通システム計画の政策づくり、交
通関係のデータ整備などを支援。

フィリピン

1357

8

9

10

246

11

ティラナ市都市インフラ近代化プロジェクト

民主化により人口増加が進む首都ティラナ市で、既
存のマスタープランをもとに都市インフラ整備のアク
ションプランを作成し、都市環境、市民のインフラアク
セスの改善を図る。

ダマスカス首都圏都市計画・管理能力向上
プロジェクト

首都圏の都市計画を担うダマスカス県・ダマスカス郊
外県の職員の能力向上を支援。マスタープランの作
成・活用方法、住民参加型開発の手法などの技術を
伝える。

ラホール都市交通マスタープラン策定
プロジェクト

パキスタン第2の都市・ラホールで、近年の急速な人
口増加によるニーズの変化を踏まえてマスタープラン
を改訂。市場経済の活性化と交通運輸・物流インフ
ラの改善を目指す。

復興支援緊急プロジェクト

2010年1月の大地震により壊滅的な被害を受けた
レオガン市と周辺地域を対象に、防災を考慮した復
興計画の策定、市街地の道路の舗装、配水管路網
の復旧などを実施。

アルバニア

シリア

パキスタン

ハイチ
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特
集 

都
市
開
発 

現
在
、
世
界
の
都
市
人
口
は
約
35
億
人
―
。

そ
の
中
で
も
近
年
は
、
開
発
途
上
国
で
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
の
移
動
が
著
し
く
、

2
0
5
0
年
に
は
約
80
億
の
途
上
国
人
口
の
半
数
が
都
市
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

人
が
増
え
、
拡
大
し
た
都
市
を
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
発
展
へ
と
導
い
て
い
く
の
か
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
経
験
を
生
か
し
、
途
上
国
で
都
市
開
発
分
野
の
協
力
を
進
め
て
い
る
。

編
集
協
力
：
大
西
隆
・
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教
授
／
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
委
員 
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■都市人口の推移

途上国

先進国
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途上国の都市で最大人口を抱える
インドの首都デリー。交通手段の
多様化などを図るため、JICAもデ
リーメトロの建設を支援している
（撮影：谷本美加）

出典：UN World Urbanization Prospects：The 2009 Revision

　
東
京
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。「
世

界
三
大
都
市
」と
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
街
は
、

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
世

界
で
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
３
都
市
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
世

界
各
国
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
都

市
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。「
都
市
」
と

は
一
般
的
に
、
あ
る
一
定
の
密
度
以
上
で
人

口
が
集
中
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
。
歴
史
、

規
模
、
性
格
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
世
界
中
の

ど
の
都
市
も
、
国
の
発
展
の
原
動
力
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
近
代
の
都
市
化
が
始
ま
っ
た
の
は
、
18
世

紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
産
業
革
命
の
時
代
。
産
業
の
発
展
に

よ
り
都
市
に
雇
用
が
生
ま
れ
、
局
地
的
な
人

口
移
動
が
発
生
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
産
業
革
命
は
他
の
欧
米
諸

国
へ
も
波
及
し
て
い
き
、
各
地
で
工
業
化
に

伴
う
都
市
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
一
見
、
華
や
か
に
繁
栄
を
遂
げ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
都
市
。
し
か
し
人
口
が
増
え
れ

ば
、
従
来
の
街
の
機
能
で
は
人
々
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
、住
宅
、

道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
が
追
い
付
か

ず
、工
業
化
の
恩
恵
を
受
け
て
生
ま
れ
た〝
都

市
〞
は
新
た
な
試
練
に
直
面
し
て
い
た
。

　
都
市
の
す
べ
て
の
人
の
生
活
を
守
り
、
経

工
業
化
に
伴
い
始
ま
っ
た

世
界
の
都
市
化 未

来
を
形
に

撮影：長倉洋海

撮影：浜田一男撮影：今村健志朗撮影：今村健志朗
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　 中国
「耐震建築人材育成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 コロンビア
「都市計画システムと土地管理ツールプロジェクト」
→事例は17ページへ

　 トルコ
「東部黒海地域開発計画調査」
→事例は17ページへ

　 モルディブ
「マレ島護岸建設計画」
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　 カザフスタン
「アスタナ新首都総合開発計画調査」
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「デジタル地形図作成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 ベトナム
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　 南スーダン
「ジュバ市内・近郊地域緊急生活基盤整備計画調査」
→事例は14ページへ
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済
発
展
の
礎
と
な
る
よ
う
に
―
。
そ
の
た
め

に
国
や
自
治
体
が
取
り
組
ん
だ
の
が
「
都
市

開
発
」。
ど
の
よ
う
に
、
道
路
や
橋
、
公
園

な
ど
の
公
的
設
備
を
建
設
し
、
人
間
の
居
住

地
を
配
置
し
て
い
く
か
。
水
道
、
電
気
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
整

備
し
て
い
く
か
。
地
理
的
な
条
件
、
人
の
流

れ
、
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
な
ど
を
考
慮
し
、
一

つ
一
つ
の
課
題
に
計
画
的
に
対
処
し
な
が
ら

〝
理
想
の
都
市
〞
を
実
現
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　
日
本
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
京

を
皮
切
り
に
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
都
市

を
中
心
に
発
展
。
欧
米
で
先
行
し
て
い
た
都

市
開
発
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
国
に
合
っ

た
手
法
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
関

東
大
震
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
焼
け

野
原
に
な
っ
た
地
区
も
あ
っ
た
が
、
１
９
５

０
〜
60
年
代
、
京
浜
・
京
葉
工
業
地
帯
な
ど

工
業
地
域
を
中
心
に
し
た
開
発
が
進
行
。
地

方
か
ら
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
が
大
量
に
発
生

し
、
再
び
、
急
速
な
都
市
化
が
起
こ
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
て
政
府
は
、
人
口
が
局

地
的
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
都
市
と
地
域

が
平
等
に
発
展
で
き
る
よ
う
62
年
に
「
第
一

次
全
国
総
合
開
発
計
画
※
１
」を
策
定
。日
本

全
体
の
国
土
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
68
年
に
「
都
市
計
画
法
」
を
改
訂
し
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
目

指
し
た
制
度
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

　「
日
本
は
、
世
界
で
も
め
ず
ら
し
く
、
鉄

道
建
設
を
ベ
ー
ス
に
し
た
都
市
開
発
の
手
法

を
取
っ
て
き
た
」
と
話
す
の
は
、
東
京
大
学

工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
の
大
西
隆
教

授
。
車
社
会
が
定
着
し
て
い
る
欧
米
の
都
市

に
対
し
、
日
本
の
都
市
は
鉄
道
が
主
要
な
移

動
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
の
阪
急
・
阪

神
電
車
、
東
京
の
田
園
都
市
線
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
鉄
道
を
通
し
て
か
ら
駅
ご
と
に

街
を
つ
く
っ
て
き
た
か
ら
だ
。「
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
で
は
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
分
散

し
て
多
数
の
人
が
居
住
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。
こ
の
よ
う

な
日
本
の
都
市
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
も
少
な
く
、
近
年
注
視
さ

れ
る
「
環
境
社
会
配
慮
」
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
※
2
の
実
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
い
う
。

　
現
在
、
日
本
の
人
口
の
１
億
２
７
０
０
万

人
の
う
ち
、
都
市
人
口
は
１
・
１
億
人
。
う

ち
３
６
５
０
万
人
が
暮
ら
す
東
京
は
、
第
２

位
の
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー（
約
２
１
７
０
万
人
）

を
大
き
く
上
回
る
世
界
最
大
の
都
市
だ
。

　
今
も
な
お
、
世
界
の
都
市
人
口
は
伸
び
続

け
て
い
る
が
、
実
は
、
欧
米
や
日
本
な
ど
の

先
進
国
で
の
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
。
そ
う
、
近
年
の
世
界
的
な
都
市

化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど
の
開
発
途
上
国
だ
。

　
現
在
、
途
上
国
で
は
人
口
の
４
割
が
都
市

に
居
住
し
て
い
る
が
、
２
０
５
０
年
に
は
５

割
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
勢

い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。「
途

上
国
の
都
市
化
は
時
間
軸
が
短
い
。
す
で

に
先
進
国
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
技
術
を
輸

入
し
て
工
業
化
が
起
こ
る
の
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
工
場
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
人

が
集
ま
っ
て
く
る
」
と
大
西
教
授
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
都
市
開
発
を
担
う
行
政

側
の
体
制
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
急
激
に

膨
れ
上
が
っ
た
人
口
に
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。

あ
ふ
れ
た
人
々
の
居
住
地
は
ス
ラ
ム
化
し
、

街
全
体
の
住
環
境
や
治
安
、
衛
生
面
の
悪

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
問
題
を
解
決
す
べ
く
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長
年
に
わ
た
り
途
上
国
の
都

市
開
発
に
協
力
し
て
き
た
。
個
別
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
力
を
入
れ
る
援
助
機
関
が
多

い
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
推
進
し
て
き
た
の
が

都
市
開
発
の
青
写
真
と
な
る
「
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
だ
。

　
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
う
だ
。
ま
ず
最

初
に
、
人
口
や
雇
用
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、

居
住
環
境
の
実
態
・
満
足
度
、
日
常
の
移

動
手
段
・
経
路
・
目
的
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
に
調
査
し
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
科
学
的

方
法
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
都
市
の
〝
起
こ
り
得
る

将
来
〞
と
〝
あ
る
べ
き
将
来
〞
を
描
き
、

具
体
的
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。
つ
ま
り
、

現
状
分
析
、
計
画
立
案
か
ら
、
開
発
計
画

の
具
体
化
・
実
施
、
維
持
管
理
・
運
営
に

至
る
ま
で
の
都
市
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
全
体

の
支
援
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
。

　「
途
上
国
は
、
民
族
・
宗
教
問
題
な
ど
を

抱
え
、政
情
が
安
定
し
て
い
な
い
国
も
多
い
。

世
界
最
大
の
都
市
を
持
つ

日
本
の
都
市
開
発
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科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
総
合
的
な
支
援

日
本
の
や
り
方
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
複
雑
な
社
会
事
情
を
考
慮
し
て
、
現
地

の
人
々
と
と
も
に
最
善
の
方
法
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
」と
大
西
教
授
は
強
調
す
る
。

将
来
的
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
か

ら
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
ま
で
、
都
市
開
発

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
途
上
国
が
自
立
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
途
上
国
で
は
、
地
震
や
津
波
、
ハ
リ

ケ
ー
ン
な
ど
の
自
然
災
害
、
長
年
に
わ
た
る

紛
争
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
未
完
成
だ
っ
た
都

市
が
完
全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
、〝
マ
イ
ナ

ス
か
ら
の
都
市
づ
く
り
〞
に
な
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。
実
際
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で
、
復
興
に
伴
う
都
市
開

発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
実
施
し
て
い

る
。
今
度
は
逆
に
そ
こ
で
培
っ
た
貴
重
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
プ
ロ
セ

ス
に
還
元
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
出
て

い
る
。「
日
常
生
活
の
便
利
さ
と
津
波
か
ら

の
安
全
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
。
日
本
は
湾
岸
部
で
の
局
地
的
な
津
波
災

害
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
平
野
部
ま
で
被

害
が
及
ん
だ
。
そ
の
復
興
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
協
力
の
経
験
が
生
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。

　
都
市
の
発
展
と
と
も
に
、
人
々
の
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
よ
う
に
―
。
途

上
国
の
都
市
が
効
果
的
に
開
発
さ
れ
、
そ
の

国
の
成
長
の
牽
引
力
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
総
合
的
な
支
援
を
続
け

て
い
く
方
針
だ
。

特集 都市開発
未来を形に

い
し
ず
え

※1 住宅、交通、道路など社会資本の整備について、長期的な方向性を定めた日本の国土利用のための開発計画。1962年
に策定された「第一次全国総合開発計画」を皮切りに、時代の変遷とともに5～10年ごとに見直しが行われている。現在は、
新たな国土形成計画法の下で「国土形成計画」が進行中。

※2 ITを活用して、電気、水道、交通などインフラの使用状況を総合的に管理し、
環境に優しいエネルギーの安定供給を目指す都市構想。

■ JICAが実施中の主な都市開発支援

南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏環境配慮
型都市開発促進プロジェクト

人口増加や経済活動の拡大により都市環境の
悪化が進む東部のマミナサタ広域都市圏で、都
市を適切に開発・管理できるようマスタープラン
の戦略的な活用法を伝える。

ウランバートル市都市開発実施能力向上プロ
ジェクト

無秩序に都市が拡大する首都ウランバートルで、
都市開発関連の法制度の整備、都市整備・開
発事業の実施に必要な行政能力の強化を支
援。土地利用・住環境の改善を図る。

インドネシア

カトマンズ盆地交通管理及び道路計画準備調査

人口が増加し交通量が飽和状態にある首都カト
マンズで、JICAが1993年に策定した交通計画
のマスタープランの改訂を支援。交通渋滞の解
消、交通事故の減少を目指す。

ネパール

首都ビエンチャン都市開発マスタープラン策定
プロジェクト

2030年には人口130万人に達すると見込まれ
る首都ビエンチャンで、社会・経済開発と都市環
境・景観の保全の両立の実現を目指したマスター
プランの作成を支援。

ラオス

プノンペン市都市交通計画プロジェクト

急速な経済成長による人口増加を受け、自動車・
二輪車の保有率が増え交通事情が悪化してい
る首都プノンペンで、信号・標識や交通規則の普
及などを通じて問題解決を目指す。

カンボジア

モンゴル

総合交通計画管理能力向上プロジェクト

JICAの支援で作成されたマニラ首都圏の交通
計画を活用し、運輸通信省の組織力強化を通じ
て、全国総合交通システム計画の政策づくり、交
通関係のデータ整備などを支援。

フィリピン

1357

8

9

10

246

11

ティラナ市都市インフラ近代化プロジェクト

民主化により人口増加が進む首都ティラナ市で、既
存のマスタープランをもとに都市インフラ整備のアク
ションプランを作成し、都市環境、市民のインフラアク
セスの改善を図る。

ダマスカス首都圏都市計画・管理能力向上
プロジェクト

首都圏の都市計画を担うダマスカス県・ダマスカス郊
外県の職員の能力向上を支援。マスタープランの作
成・活用方法、住民参加型開発の手法などの技術を
伝える。

ラホール都市交通マスタープラン策定
プロジェクト

パキスタン第2の都市・ラホールで、近年の急速な人
口増加によるニーズの変化を踏まえてマスタープラン
を改訂。市場経済の活性化と交通運輸・物流インフ
ラの改善を目指す。

復興支援緊急プロジェクト

2010年1月の大地震により壊滅的な被害を受けた
レオガン市と周辺地域を対象に、防災を考慮した復
興計画の策定、市街地の道路の舗装、配水管路網
の復旧などを実施。

アルバニア

シリア

パキスタン
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集 

都
市
開
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現
在
、
世
界
の
都
市
人
口
は
約
35
億
人
―
。

そ
の
中
で
も
近
年
は
、
開
発
途
上
国
で
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
の
移
動
が
著
し
く
、

2
0
5
0
年
に
は
約
80
億
の
途
上
国
人
口
の
半
数
が
都
市
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

人
が
増
え
、
拡
大
し
た
都
市
を
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
発
展
へ
と
導
い
て
い
く
の
か
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
経
験
を
生
か
し
、
途
上
国
で
都
市
開
発
分
野
の
協
力
を
進
め
て
い
る
。

編
集
協
力
：
大
西
隆
・
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教
授
／
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
委
員 
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途上国の都市で最大人口を抱える
インドの首都デリー。交通手段の
多様化などを図るため、JICAもデ
リーメトロの建設を支援している
（撮影：谷本美加）

出典：UN World Urbanization Prospects：The 2009 Revision

　
東
京
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。「
世

界
三
大
都
市
」と
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
街
は
、

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
世

界
で
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
３
都
市
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
世

界
各
国
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
都

市
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。「
都
市
」
と

は
一
般
的
に
、
あ
る
一
定
の
密
度
以
上
で
人

口
が
集
中
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
。
歴
史
、

規
模
、
性
格
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
世
界
中
の

ど
の
都
市
も
、
国
の
発
展
の
原
動
力
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
近
代
の
都
市
化
が
始
ま
っ
た
の
は
、
18
世

紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
産
業
革
命
の
時
代
。
産
業
の
発
展
に

よ
り
都
市
に
雇
用
が
生
ま
れ
、
局
地
的
な
人

口
移
動
が
発
生
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
産
業
革
命
は
他
の
欧
米
諸

国
へ
も
波
及
し
て
い
き
、
各
地
で
工
業
化
に

伴
う
都
市
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
一
見
、
華
や
か
に
繁
栄
を
遂
げ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
都
市
。
し
か
し
人
口
が
増
え
れ

ば
、
従
来
の
街
の
機
能
で
は
人
々
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
、住
宅
、

道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
が
追
い
付
か

ず
、工
業
化
の
恩
恵
を
受
け
て
生
ま
れ
た〝
都

市
〞
は
新
た
な
試
練
に
直
面
し
て
い
た
。

　
都
市
の
す
べ
て
の
人
の
生
活
を
守
り
、
経

工
業
化
に
伴
い
始
ま
っ
た

世
界
の
都
市
化 未

来
を
形
に

撮影：長倉洋海

撮影：浜田一男撮影：今村健志朗撮影：今村健志朗
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